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Abstract: In this paper we deal with "the consciousness" as a part of the human intelligence. We investigated the cosmic 
mechanism which will be the source creating the law of nature, and discussed relations with the mechanism and the human 
consciousness. I tried making a study about an ideal image of the usage of the consciousness. As a result of the study, I 
created a new methodology of the consciousness reform in order to change the awareness into the smart usage of the 
consciousness (thinking and judgment) in accordance with the emergent phenomena that is the providence of nature. This 
methodology clarified a process model for the change in awareness (the consciousness reform), and showed how to take the 
advantage of achievements of the awareness change into business. Finally I showed that this methodology could play an 
important role in the spiritual richness and happiness. The new original methodology that we can’t find the similar contents 
in other methods will help solving various problems, and could be also utilized to the education in schools and businesses. 

１．はじめに

筆者 が人工知能の研究開発に従事した３０年以上前

に、人間の知能についても学んだが、未知や疑問が多く

能力不足で不完全燃焼のままであった。知能の一環とし

ての「意識」についても、未だ解明されたとは言えず永

遠のテーマかも知れない。しかし「意識の使い方」次第

で幸・不幸が決まりかねない現実に気付かされ、「自然の

摂理に沿った意識の使い方ができれば良いのでは」との

思いに至り、自然の摂理と意識の関係について調べ考え

始めた。先人の知恵・悟りなども学びながら、失敗を重

ねての暗中模索の結果、未だ不完全ながら「意識改革方

法論」なるものをまとめた。「自然の摂理に沿った意識の

改革」は、筆者自身がまず取り組み実行すべき生涯課題

でもある。遅ればせながら、この方法論を自身の心得と

して取り組み、まずは「己の役割を果たし貢献する」こ

とに役立てたい。

２．自然の摂理と楽しい感情

「自然の摂理」とは、一般的な辞書によると「自然界

を支配している理法」とある。学問的には、物理学での

ニュートンの万有引力の法則などをはじめ、科学・哲学・

心理学・文学・社会学・宗教など各分野での偉人・賢人

などの自然の摂理について悟られた内容がまとめられ発

表されている。このような内容を参考にして、自然の摂

理に沿ったあり方（思い方・対応など）を、自分なりに

納得して身につけておくことが重要と考える。日常生活

をはじめ、人生全体に役立てることができる 。

これらの悟りの難しい内容はさておいて、自分なりに

取り組む場合、「自然の摂理に沿ったあり方」になってい
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るかどうかは、意識と楽しい感情の関係で判断するのが

簡単で良いと考えている。人間の意識には、思い・考え・

判断するなどの機能があり、自然の摂理に沿えば、後述

するように楽しい感情が生じるようになっているようで

ある。ただし自分だけでなく相手も楽しいことが必要で

ある。

判断基準としては、「お互いに楽しい感情が得られる思

い方」を心掛けることから始めると良いであろう。更に

楽しい感情は、他から得られる楽しみと自分で創り出す

楽しみがあり、後者はいかなる困難な状況下でも可能で

あり、自分の納得が得られる行動体験を通して会得する

ことが望まれる。

３．昆虫（ハキリアリ）から学ぶ自然の摂理

前述した「自然の摂理に沿ったあり方」をすると、何

か感覚・感情的には良さそうであるが、そもそも「自然

の摂理に沿う」とは、いかなることであろうか？

一般的に自然の摂理に沿った進化による生命体は生き

延び、逆に自然の摂理に反した生命体は亡びているよう

である１７）。人間も同様であろう。「自然の摂理に沿う」

とは、いかなることかを知るためには、生命体の生き様

を観察するとヒントが得られる。

一例として、５００万匹の大集団で規律正しく集団活

動している昆虫「ハキリアリ」の生態から、自然の摂理

について学ぶことができる。筆者は「ハキリアリ」のビ

デオによる集団行動の観察１８）から、自然の摂理に沿っ

たあり方とは、人間に当てはめて表すと下記①・②にな

ると考えている。

① 相手を理解・尊重し、感謝する

② 目前のことに創意工夫と全力取組み

ハキリアリの場合これらのあり方（行動）は、進化の
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途上で遺伝子に書き込まれた、一種の遺伝子プログラム

が実行されることにより発生する本能であり、後述する

創発現象を伴っている。①・②のような内容が得られた

のは、集団行動を何回も観察している内に、このように

「感じ取れた」からのように思っている。あえて理屈を

つけて説明すると、ハキリアリの場合、目は退化して視

覚はほとんどなく、身近な相手を触角と嗅覚により確認

して、仲間を識別して認め合い、個々の役割分担を厳守

して、協力しながら活動している。このように見える各

種行動を整理して、人間に当てはめて表すと①になると

の理屈になる。ただし「感謝する」の項目は、その時に

は気付かず後から追加したもので、人が協力して活動す

るためには、相手と自分の存在に「感謝する思い」も必

要であろうと考えて追加した。さらに、木の葉を上手に

黙々と切り出して巣に運び、葉に菌を植え付けてのキノ

コ栽培による食料生産などは、まさ

に理屈抜きで②に相当する。

人間の集団行動でも、自然の摂理

に沿ったあり方とは、上記①・②が

最低限必要な条件であると考える。

この場合の「相手」とは、人だけで

なく「生物・物・事象」など全てが

対象である。①・②に反するような

「思い方」をして行動すると、自然

の摂理に沿っていないために、個

人・家族・団体・社会・国家などは

徐々に崩壊するであろうことは、歴

史的事実からも容易に想像できる。

このように人間の場合、自然の摂

理に沿った「思い方」、即ち「人間の

意識のあり方」が重要な役割を演じ

ているらしいことが明らかに見えて

きた。そこで以降では、自然の摂理の源である宇宙全体

の仕組みと人間の意識の関係について更に検討し、意識

のあり方の本来あるべき姿の考察を試みる。

４．宇宙の仕組みと人間の意識

そもそも「自然の摂理」を生みだしているものは何で

あり、「人間の意識のあり方」との関係はどのようになっ

ているのであろうか？

いよいよ「自然の摂理」の本質に迫るような問題に踏

み込む。上記のような自問に自答するために、科学的観

測結果などから推察される宇宙の始まりから終わりまで

の仕組みについて仮説を交えてひもとく。そしてこの仕

組みの中では一瞬とも言える現在に生きる人間の意識の

あり方について考察する。

最新の素粒子物理学での「超弦理論」８）を参考にした

筆者の推察では、１３８億年前に宇宙母体から出発した

エネルギー振動体は、インフレーション・ビッグバンを

経て、自己組織化（結合・融合）とネットワーク化（エ

ネルギー振動共鳴）を繰り返しながら、素粒子、原子、

分子などへ組織化されて各種の物質や生命体が形成され

てきたと考えている。これらの組織化には、エネルギー

振動体の特性である創発現象による「集合調和」（集まり

調和すること）が寄与しているであろう。以降単に「調

和」と記述した場合も同様に「集合調和」を表している。

創発現象は以降で詳しく述べるが、「局所的相互作用によ

り新たな機能（秩序・調和など）が現れるような現象」

である１０）。

宇宙母体と宇宙空間の関係を表した図１に示すように、

真空のエネルギー状態からなる宇宙母体から創出された

宇宙空間では、「エネルギー振動体」とその特性（振る舞

い）の「創発現象」が全ての源であり、「エネルギー振動

体と創発現象こそが自然の摂理を生みだして」宇宙全体

図１ 宇宙母体と宇宙空間の構成

の仕組みを形成しているとの考え方（見解）に至った。

このような考え方が上記自問に対して現在たどり着い

た前半の自答である（後半の「人間の意識のあり方」は

以降に記述）。この自答は仮説に過ぎないが、図１に示す

ような「エネルギー振動体」と「創発現象」からなる宇

宙空間はとてもシンプルに思えて、直感的ではあるが自

然の摂理として納得している。しかしこのような直感的

な納得ではなく、万人の認める宇宙空間全体を統一的に

表す理論式（大統一理論）を求めて、世界中で研究が進

んでいる８）。エネルギー振動体と創発現象の挙動を統合

化した理論式を求めるようなアプローチも必要であると

考え検討している。いずれにしても人類の英知を結集し

た万人の認め得る大統一理論の完成が待たれ、いつの日

か諸々の仮説の真偽が明らかになるであろう。しかし仮

説の真偽解明を待つまでもなく、意識の本来あるべき姿

などの考察を続けて、その成果を限られた人生に役立て

宇宙母体と
宇宙空間の
境界（接触面）
→ダークエネル
ギーの流入

→宇宙空間
加速度的
膨張中

エネルギー振動体の局所的相互作用（組織化）：
自己組織化＋ネットワーク化（創発）

創発現象 （創発理論）

宇宙母体

宇宙空間

真空のエネルギー状態（無限空間：６次元以上）
（ワインバーグ理論）

エネルギー振動体（超弦理論）
→素粒子・原子・分子などへ
→組織体（天体・物質・生命）

超弦創発理論
（大統一理論？）

３次元（立体）空間＋時間
局所的相互作用により
新たな機能が創出

インフレーション・ビッグバン
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役割を果たすことが急務であろう。

宇宙空間の始まりは、佐藤 勝彦の「インフレーション

理論」から数学的に説明されている１２）１３）。この理論は

スティーブン ワインバーグ（米国物理学者）の「真空の

エネルギー理論」に基づき、真空のエネルギー状態のゆ

らぎの中から微細な宇宙空間が現れ、インフレーション

（急膨張）によるビッグバンを経て現在に至っている説

である。図２に示すように、真空のエネルギー状態（無

限）の宇宙母体から現在の宇宙空間が出現した時を宇宙

の始まりと考える。１３８億年後の現在の宇宙は天体観

測結果から、加速度的に膨張中であることが確認されて

いる１５）。今後宇宙はどうなるのか？ 宇宙の終わりの

シナリオとして次の３種類が考えられている８）。①ビッ

グクランチ（粉砕）、②ビッグフリーズ（凍結）、③ビッ

グリップ（破裂）。宇宙母体からのダークエネルギー供給

により、宇宙は加速度的に膨張して、③ビッグリップに

より、元の真空のエネルギー状態へ戻ると考えている。

ここで物理学的見地から離れて、仏教で有名な般若心

経の「色即是空、空即是色」に関して、参考文献１）を

参考にすると、「宇宙は空に始まり、色を経て、空に戻る」

との解釈もできると考える。この解釈を上記宇宙の始ま

りと終わりにあてはめると、宇宙の終わりは元の真空の

エネルギー状態へと戻るであろうと推察できる。宇宙に

存在する全ての物質・生命体は、全てエネルギー振動体

からなり、終わりは元のエネルギー振動体へ戻る仮説か

ら推察すると、宇宙空間全体もこの摂理（法則）に基づ

き、元の真空のエネルギー状態（宇宙母体）へ戻るので

あろう。

このような始まりと終わりからなる悠久の時空からな

る宇宙の中では、一瞬とも言える現在に生きる（生かさ

れている）人間の意識のあり方・役割について思いを巡

らせてみる。まずはこのような宇宙の仕組みなどを解明

する奇跡のような人間の存在と、意識のすばらしさに気

付き驚かされる。人工知能では及びもつかない人間の意

識は未知の能力を秘めているようで、その使い方次第で

幸・不幸が決まりかねず、使い方を上手にすれば良いの

ではないかとの思いに至る。「意識の上手な使い方」を自

分なりに身につける取り組み（意識改革）により、生き

がいのある充実した幸福な人生を送ることにつながるの

ではないであろうか。

５．自然の摂理に基づく意識改革と欲

前述した意識改革での「意識の上手な使い方」とはど

のようなことであろうか。基本的には、「自然の摂理であ

る調和（集合調和）に沿った思考・判断を心掛けること」

であると考えている。図２の中央付近に示す「自然の摂

理関連図」ブロックの詳細を表した図３を使い、上記意

識改革での「意識の上手な使い方」と「自然の摂理」と

の関係を明らかにする。

前述したように、最新の素粒子物理学における超弦理

論より推察すると、あらゆる物質の究極の最小単位は、

従来言われていた素粒子ではなく、エネルギー振動体で

あるらしい８）。エネルギー振動体は、原理的には振動体

の共振に基づき調和しながら素粒子、原子などの集合体

へ発展するものと考えられ、エネルギー振動体の特性は

調和であると考えている。このような調和の特性を備え

たエネルギー振動体からなる自然の特性（摂理）も調和

であろう。自然の摂理によって生かされている人間の意

識も調和に沿ったあり方（思考・判断）をするならば、

楽しい感情が生まれ幸福な人生になるように遺伝子的に

つくられていると推察している。

ところが生命維持に不可欠な「欲」機能が、後述する

ように遺伝子制御から意識制御へ進化したことにより、

自由無制限な欲な思いが可能になり、この「欲」が妨げ

となり、調和に沿った意識のあり方ができなくなるよう

である。

人間の意識は自由に思考・判断する能力を備えている

ために、必ずしも調和に沿ったあり方をしない。むしろ

逆の思考・判断をして、楽しい感情の反対の怒り・憎し

みなどの感情を起こして、不幸な人生を歩む自由も与え

られている。幸・不幸は本人の意識次第とも言えるであ

ろう。自然の摂理である調和に沿ったあり方をするため

の意識改革（意識の上手な使い方）を心掛けるならば、

幸福な人生へと導かれるのであろう。調和に沿ったあり

方とは、図３の下側に示す意識改革ブロック内に二つの

代表例を示している。

一例目は前述したハキリアリの創発現象の観察から得

た図３に示す①・②である。

二例目は、偉人・聖人の悟りの境地の一例として、般

若心経の悟りの境地を説明した参考文献１）より、「ある

がままを受け止めて、生かされていることに感謝し、己

の役割を果たす」である。

これは上記①＋② の内容に相当している。「あるがま

まを受け止める」ためには、相手を理解・尊重する①が

必要であり、「役割を果たす」ためには、創意工夫と全力

取組みの②が求められる。どちらの例も自然の摂理から

導かれており、表現こそ異なるが同様な内容になるので

あろう。このような例を参考に意識改革に取り組み、偉

人・聖人の悟りの境地なども学習・修行して、意識の上

手な使い方を自分なりに納得して身に付けつつ実行する

ならば、幸福な人生が期待できる。

進化の途上で遺伝子制御（本能）から移行して、脳細

胞ネットワークによる意識制御能力を唯一獲得した人類

は、意識（思考・判断力）を備えた知的生命体として、

約１千億個の脳細胞からなる意識を自由に使うことがで

きる。この意識の使い方次第で、脳細胞同士の創発現象

をコントロールでき（意識制御）、他方人類以外の他の生

命体には意識機能がないために、遺伝子が自然の摂理（調
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図２ 宇宙の仕組みと人間の意識

図３ 自然の摂理に沿った意識改革関連図

和）に沿うように創発現象をコントロールしている（遺

伝子制御・本能）。最小構成要素のエネルギー振動体から

なる人類も、その特性である創発現象を発生させると調

和になるが、意識の使い方を間違うと創発現象は発生せ

ず、調和（集合調和）でなく逆の分散破滅に向かうこと

になる。意識の使い方でも特に「思い方」は、何を思っ

ても本人の自由なので、思い方間違いが創発現象の発生

を妨げ、分散破滅に向かう危険性がある。分散破滅では

身体や物事に不具合が発生することから始まり破滅に向

かい、集合調和では身体・物事が順調に推移する。

上述した「欲」機能に関しては、人間の意識と創発現

象の図４に示すように、欲は生命維持に不可欠で、人は

損得判断により欲を育む習性があり、欲が判断を狂わす

ことになる。そこで意識改革に取り組むことにより、欲

を共存共栄の「意欲」に変えて、創発現象を発生させる

ような上手な意識の使い方をすると、局所部分にあるエ

ネルギー振動体のネットワーク化が起こる（創発）。この

１３８億年 現在 数百億年

インフレーション
（佐藤理論）

ビッグ
バン
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未知の能力を秘めた意識改革（意識の上手な使い方）に取り組めば、幸福につながります。
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エネルギー状態

（無限）
ワインバーグ

理論

宇宙母体

真空の
エネルギー状態へ

戻る

自然の摂理 調和 欲

創発現象

楽しい
（感情）

幸福

意識改革
（意識の上手な使い方）

最新の
素粒子
物理学

超弦理論よりの推察：
物質の究極最小単位は
エネルギー振動体？
（自然の源） 人間の意識

偉人・聖人の悟りの境地の一例として、

創発現象の観察より

自然の摂理 調和
楽しい
（感情）

幸福

人間の意識

最新の
素粒子
物理学

超弦理論よりの推察：
物質の究極最小単位は
エネルギー振動体？

（自然の源）

創発現象の観察より
①相手を理解・尊重し、感謝する
②目前のことに創意工夫と全力取組み

創発現象

般若心経の悟りの境地（①＋②に相当）より
あるがままを受け止めて、生かされていることに感謝し、己の役割を果たす。

偉人・聖人の悟りの境地の一例として、

意識改革に取り組み、偉人・聖人の悟りの境地なども学習・修行して、
意識の上手な使い方を、自分なりに身につけつつ実行する（意識改革方法論参照）。

意識改革
（意識の上手な使い方）

欲
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図４ 人間の意識と創発現象

ネットワーク化の働きにより、秩序・調和状態へ移行し

て、身体・物事が順調に推移して、成功・幸福が期待で

きる。創発の正体は、エネルギー振動体のネットワーク

化であろうと考えている。欲を放置すると、わがままな

「我欲」に支配される下手な意識の使い方となり、創発

現象は起こらず失敗・不幸が待ち構えていると考えてい

る。これらは全て仮説に過ぎないが、素粒子物理学での

エネルギー振動体や創発現象などの解明により、意識と

の関係が科学的に明らかになれば、人類発展に貢献して

意識改革にも役立ち幸福につながるであろう。しかし解

明には、将来に至る相当な年月と科学技術などの進歩発

展を要する。これらの仮説の真偽の解明を待つまでもな

く、一瞬を大切にする現在を有意義に生きるために、で

きるところから意識改革に取り組み、まずは欲を上手に

コントロールするなどの対応が求められる。

６．三大意識（自意識・無意識・宇宙意識）

「意識改革」での「意識」とは何か？についても、こ

こで明らかにする。「意識」に関する正確な定義は学問分

野ごとに異なるが、筆者は下記のような仮説（見解）の

もとに考察を進めている。前述した人間の「意識」を機

能ブロック図で表すと、図５に示すように「自意識」と

「無意識」に大別できると考えている。自意識は思考、

判断などを行う脳細胞ネットワークで構成され、大脳皮

質の前頭葉部にあり、他の生命体には無い人間特有の機

能である。単に「意識」と記述した場合は、狭義には「自

意識」を表している。無意識は潜在意識とも呼ばれ、自

律神経組織からなる脳細胞ネットワークにより人体の各

臓器を自動（自律）制御してお

り、大脳辺縁系などにあると考

えられる１６）。

次に示す内容も同様に医学的

な根拠も乏しく、仮説に過ぎな

いであろうが、考察を進めるた

めに必要な筆者の見解として明

らかにする。

自意識での思い・考え・判断

などの内容は「感情」経由で無

意識へ伝わると考えている。一

般に感情は喜・怒・哀・楽・愛・

憎の６種類があるとされており、

脳の扁桃体が主に感情機能を担

っている。脳の視床下部や線条

体が担っているとされる「欲」

も同様に、自意識での思いによ

る欲（食欲・性欲・我欲・意欲

など）の情報が無意識へ伝わる。

自意識から感情や欲経由で伝わる思いなどの内容により

無意識での各臓器の自動制御に重大な影響を受ける。例

えば、怒・哀・憎の感情が起こるような思い方を自意識

で行うと、ストレスとして無意識に伝わり、無意識の自

動制御に悪影響が出て、身体の各臓器に不具合が発生す

ると考えられる。逆に、喜・楽・愛の感情の場合は無意

識の制御に良い影響が出て、身体は順調に機能するよう

に進化の過程で遺伝子的につくられていると推察してい

る３）７）１７）。

無意識はこれらの制御以外に、宇宙意識とコンタクト

しながら、詳細を後述する創発現象による秩序・調和へ

の発展にも寄与して、自意識から伝えられる成功イメー

ジの達成のためにも働くと考えている。宇宙意識はコズ

ミックエナジーとも呼ばれており、まさにエネルギー体

かもしれない。ダークエネルギーとともに宇宙でその存

在が注目され、実在を求めて観測究明中のダークマター

ではないかとも考えられる。人間の意識は無意識を経由

して、これらのエネルギー体とも何らかの交信が可能な

のではないかと考えており、未知の能力に興味は尽きな

い６）７）。

次に無意識との関係で重要な役割を果たす創発現象に

ついて考察し、人間の意識との関係を明らかにして意識

改革の重要性に言及する。

７．創発現象

「エネルギー振動体と創発現象こそが、自然の摂理を

生みだし宇宙全体の仕組みを形成して、人間の意識と密

接な関係がある」との重要なオリジナル見解（仮説）を

ここまでに明示した。この見解での創発現象についてこ

こでは詳細に触れ、意識改革との関係を考察する。

身体・物事順調に推移する

局所部分にある
エネルギー振動体のネットワーク化が起こる（創発）

ネットワーク化の働きにより秩序・調和状態へ移行する

成功・幸福

遺伝子制御（本能）から
意識制御へ進化

自由無制限な
欲な思いが可能

失敗・不幸

欲

意識改革

①相手を理解・尊重し、感謝する

②目前のことに創意工夫と全力取組み
今やることに専念する（局所的相互作用）

超弦理論より、
物質の最小単位は
エネルギー振動体
と仮定

・生命維持に不可欠
・損得判断により欲育
・欲が判断を狂わす

単純事例：アリロボット
（機械でも創発可能例）

（わがまま）（共存共栄）

意欲 我欲

創発現象を発生
させる必要条件

人間の意識（思考・判断）

意識改革方法論の取組み
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図５ 三大意識関連図

創発（ ）とは、人工生命の提唱者クリストフ

ァー ラングトン（米国科学者）によると、「部分間の局

所的な相互作用の結果、全体が現れ、その全体が部分へ

の環境となり、それによって新たな秩序が形成される現

象」である２）１０）。

図６に示すように、下側の楕円で表す局所（限られた

近隣範囲）での相互作用の結果、大局的な秩序が、おの

ずと現れいずる（発生する）。大局（全体）に現れた秩序

は局所（部分）に影響を与え、局所で更に創発が起こる。

図６ 創発現象

大局と局所は創発によりループしながら影響し合い、調

和へと発展すると考えている。このような発展は新たな

機能の創出でもあり、どのような生命体・物質でもこの

ような局所的な相互作用の結果、創発現象は発生してい

ると考えられ自然の摂理であろう２）。エネルギー振動体

からなる人間は、誰でも

創発現象を発生させる意

識の使い方さえすれば、

集合調和となり共存共栄

できるであろう。同様に

エネルギー振動体からな

る動植物・昆虫類などは、

創発現象を発生させる遺

伝子の働き（本能）によ

り共存共栄している。人

間はこのことから何を学

ぶべきであろうか。

創発現象を発生させる

役目を遺伝子（本能）か

ら引き継いだ人間の意識

制御方式では、思い方間

違いに気付き、意識の上

手な使い方を学び修得・

実行して、創発現象を発生させる努力が不可欠である。

古今東西の多くの偉人・聖人の悟りなどから学ぶととも

に、遺伝子により創発現象を発生させている動植物・昆

虫などの集団活動を観察するとよいであろう。前述した

ように筆者は昆虫（ハキリアリ）の集団活動などをビデ

オで観察した結果、創発現象を発生させる条件を人間に

当てはめて表すと、図６に示す①・②になると考えてい

る。これら以外の条件も当然考えられるが、これらは創

発現象を発生させる最低限必要な条件であろう。ハキリ

アリの集団活動では、全体の秩序・調和のための特別な

指揮命令系統を担う仕組みや担当アリなどは見当

たらない。個々のアリの自律的活動（局所的な相

互作用）から全体の秩序・調和が創り出されてい

ると見受けられ、①・②により発生する創発現象

の一例であると考える。

８．意識のあり方の本来あるべき姿

ここまでの考察から、万物・事象の「本来ある

べき姿」とは「自然の摂理に沿った調和のとれた

あり方」であり、人間も「このようなあり方」で

思い・発言・行動するのがよいと考えている。言

われてみれば当たり前の「このようなあり方」が、

人はなぜ自然にできないのであろうか。図７に示

すように、欲を育む習性から生じる無制限な「欲

な思い」が、気付かないままに「このようなあり

方」を阻害している。欲を放置すると、誰でも自然に「こ

のようなあり方」ができなくなるために、「足るを知る」

ような上限ありの「意欲」（共存共栄のための欲）に変え

る「意識改革」の取組みが必要である。このような取組

みは、古今東西多くの偉人・聖人により示されており、

自分に合った納得いく方法を選んで取組むとよい。どの

自意識
（思考、判断など）
（客観視）

脳細胞
ネットワーク

無意識
（潜在意識）

（自律神経組織）

脳細胞
ネットワーク

感情

欲

人体
各臓器
（自律化
・動作）

第六感

小脳

宇宙意識
（ダークマター ）五感

センサー

③遺伝子プログラム
自律制御（本能）

①
②

知

意

情

視・聴・味・嗅・触

大脳辺縁系など

大脳皮質

前頭葉部
（人間特有）

秩序・調和
成功イメージ

達成

④

創発
現象

自然摂理

遺伝子
通信？

喜怒哀楽 愛憎

線条体

扁桃体

食性我意
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ような方法が自分に適しているか見極めのつかない場合

は、自然の摂理である「創発現象」をベースにして独自

に作成した「意識改革方法論」が参考になるであろう。

以降に示す「意識改革方法論」の手順（プロセス）に

従って、上手な「意識のあり方」を修得すると、「本来あ

るべき姿」となって精神的にも物質的にも豊かになり、

成功・幸福が期待できる。図７は意識のあり方の全体像

を表して、「成功・失敗の本質」も示している。図７の中

で、自分はどこに位置しているか把握することができる。

中央の点線で示す横線（０点）より上側に位置している

のが望ましいあり方であるが、誰でも油断すると損得判

断の欲により下側に位置しがちである。位置は時と場合

により常に変動し、上側に位置すべく努力（意識改革）

が必要である。人は意欲と我欲の狭間を揺れ動きながら

図７ 意識のあり方の全体像

（成功・失敗の本質）

成長するのであろう。

ここまでの考察で、自然の摂

理に沿った人間の意識の本質に

触れつつ、感情や欲の機能も含

めた検討により本論の核心に迫

りつつある。次にこれらの考察

の集大成としてまとめた「意識

改革方法論」を示す。これは意

識改革に取り組む場合の具体的

な方法についてプロセスをモデ

ル化したもので、「各自の役割を

果たし貢献する」ための手引書

の具体例にもなり得る。

９．意識改革方法論

前述までの考察を踏まえて、図８に示すように、意識

改革についてここではこのように改めて定義する。科学

技術の粋を集めた人工知能への期待もさることながら、

人工に頼る前に人間の知能の有効活用を図る努力がおろ

そかになってはいないだろうか。パソコンやスマートフ

ォン、更には専門技術などの修得に比べて、知能の一環

としての「人間の意識」を有効活用するために、自分自

身の「意識の上手な使い方」の修得に、どれだけの時間・

労力を費やしているだろうか。現状では「意識改革」に

関して、「意識とは何か」、「自然の摂理と意識の関係は」

などを明らかにするような「意識の本質」から取り組ん

だ意識改革の具体的な方法論についてまとめたものは、

あまり見当たらない。

図８ 意識改革

「意識改革」とは

●英知を結集して役割を果たす方法・心得などを学び、

●各自の頭に内臓されている「知能コンピュータ」（意識）の
上手な使い方を修得・実行することです。

例えば、
業績アップなどを図るのであれば、設備や専門技術などに投資するより前に、
この「知能コンピュータ」（意識）を上手に使用するための「意識改革」教育に投資
すると効果が得られます。

意識の上手な使い方
（意識改革方法論）の

修得・実行
意識改革方法論の修得・実行（基盤）

・・・

設備・専門技術など

「意識改革」教育

（砂上の楼閣にならないための基盤が必要）

「意識改革」教育の効果は、ビジネスに応用した場合、

意識改革による現有人材の有効活用で、やる気を出し創意工夫してグループで問題解
決を図り、設備投資や技術導入などを有効に活かしつつ、業績アップに貢献できます。

効果

自然の
摂理

意識改革
あり

意識の
上手な使い方

精神的
豊かさ

物質的
豊かさ

意識改革
なし

成功
幸福

失敗
不幸

物質的
豊かさ

徳

不徳

富

富

調和

意識の
下手な使い方

欲

意欲

我欲

学習努力にて修得
（足るを知る）

自然に修得
（欲に上限なし）

（共存共栄）

（わがまま）

生命維持に
不可欠

徳とは、修養によって得た、
自らを高め、他を感化する精神的能力＊

不徳とは、人としての道にそむくこと＊

富（物・金）は、
徳とともに！

不徳な富（物・金）の
行く末は？

我欲とは、他人のことを考えず、
自分の利益のみを目指す欲望＊

自然の摂理（調和）に沿ったあり方（善）

良心の感喜

良心の呵責

良心とは、善悪を判断する意識＊

人は損得判断により、
欲を育む習性あり

呵責とは、厳しく責めること＊

+1

0

-1

「意識のあり方」の全体像（成功・失敗の本質）図１

＊大辞林（辞書）より引用
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このような疑問や現状に自問自答しながら、未だ確証

には至っていないが、意識の機能や感情と欲との関係な

どを学び推察を続けた。そして意識改革の必要性につい

て、自然の摂理に基づく本質を理解する試みとともに、

健康と仕事の両面などで、一石二鳥の効果が得られるよ

うな意識改革の取り組み方について、考察を重ねてきた。

このようなアプローチによる考察の集大成としてまと

めた「意識改革方法論」を 図９に示す。この方法論は具

体的には「意識改革からその成果を活かしたビジネス化

まで」に必要な８種類のプロセスについて、他では類を

見ない独自の内容で、応用トレーニングも含めて修得す

る方法を明らかにしている。下記に示すように、仮説に

基づく単なる空論の展開ではなく、実行体験を重視した

方法論である。

図９のプロセス（１）意識改革の「意識」とは何かを

知るから、（６）「思い方」の効果を体験して納得しなが

ら理解を深めるまでは、主として個人レベルで意識改革

に取り組む場合の方法で、自分の納得が伴う実行体験を

繰り返し積みながら修得する。特にプロセス（２）では、

参考文献９）１４）などの事例（進行がん患者アンケー

ト）により、生死の懸った本気モードでの意識改革の「す

ごさ」を知る。プロセス（５）と（６）では、参考文献

４）の無農薬りんご栽培記録事例から、逆の「思い方」

による失敗体験より教訓を得て、信念につなぐ過程を学

ぶ。その他のプロセス（１）、（３）、（４）では、ここま

でに順に記述してきた自然の摂理、宇宙の仕組み、創発

現象などの内容を修得する。次に集団レベルの取り組み

のプロセス（７）は、グループで英知を結集させて意識

改革を実際に応用するために役立つトレーニングを行う。

具体的には「問題解決手法による創意工夫の方法論」に

よるが、要約すると「本来あるべき姿（理想像）を描き

ながら実現レベルにまとめ、仮説検証を繰り返して問題

解決を図る取り組み」のトレーニングである。プロセス

（８）は、意識改革の成果を活かす取り組みを行い、実

証実験的アプローチにより各自の役割を果たし貢献する

ための方法である。

意識改革の成果をビジネスに活かす場合は、新ビジネ

スモデル構想（コンセプト）作成から、プロトタイプ試

作、市場での実証実験などを経て実用化を図る取り組み

を行う。プロセス（８）を単独で実施する場合と比べ、

プロセス（１）から（７）までの意識改革成果を活かし

た（８）の取り組みの場合は、集団の英知の結集が創発

現象を伴い、まさに奇跡を生むがごとくの成果も期待で

きる。例えば知恵を出し合って新商品開発を行う場合な

どで、思いがけない画期的な成果につながることも夢で

はないであろう。

「意識」に限らず、何事もその上手な使い方を身に付

けるためには、「上手な使い方」を学びながら実行して経

験を積む努力が必要である。学習・努力なしに自然と身

に付くのは、残念ながら「下手な使い方」である。人は

常にしている損得判断により欲を育む習性があり、欲の

中でも特に我欲（わがまま）のために下手な使い方が自

然に身に付くことになる。学習努力なしで良かれと思う

「思い込み」による我流では、我欲が出て下手な使い方

となる。意識の上手な使い方は、学習努力によりはじめ

て修得できる。学習努力による修得方法をプロセスモデ

ルとしてまとめたのが「意識改革方法論」でもあり、下

記のような他にはない特長がある。

プロセス（１）で「人は何のために生きているのか？」

を自分自身に問いただすことから始まり、その答えを求

めてここまでに記述したような意識・感情・欲などの仕

組みを学ぶ。更に宇宙全体の仕組みと人間の意識との関

係から、奇跡のような存在の自分と意識のすばらしさに

気付き、求める答えの糸口を自分でつかめるような工夫

が随所に散りばめてある。例えばプロセス（５）と（６）

では、上述したように逆の思い方による失敗事例から学

ぶとともに、あえて自分で逆の思い方をやってみる逆説

的手法も取り入れて、思い方の効果を自分で実感できる

ように工夫している。特に欲との対応では、我欲を共存

共栄の意欲に変えて、自然の摂理に沿った調和のとれた

あり方（思い方）を修得する方法が、プロセス（４）～

（６）で繰り返し試行して学習できるようになっている。

プロセス（７）と（８）では、ここまでに修得した意識

改革の成果を活かして、「自分の役割を果たし貢献する」

ためのトレーニングと、市場・現場で実証・体験する具

体的な方法が示してある。

現状ではこのような方法と特長を備えた意識の上手な

使い方を修得・実行するための一貫した手引書的なもの

が見当たらない。現行の学校教育や社会教育などでもこ

のような意識改革教育が不足しており、役立つと思われ

る。このように自然の摂理に沿った意識改革方法論は、

人生の様々な問題解決に役立つとともに、例えば起業家

育成教育や社内教育などにも取り入れられると、更なる

貢献ができ成果が期待できる。

ここまでに述べたように、各種疑問とそれらの考察に

必要な仮説をスタートにして、様々な考察を重ねた結果、

このような方法論にまとめられた。各仮説の真偽解明は

今後の科学技術などの発展に委ねられ、相当な年月を要

するであろうが、解明を待つまでもなく対応・対処が必

要である。したがって方法論の各プロセスでは、仮説に

よる単なる空論ではなく、仮説検証や実証実験的取り組

みでの実行体験を通して、自分なりに納得しながら対

応・対処できて問題解決に役立つ方法が示されている。

なお、この方法論に基づく具体的な教育カリキュラ

ム・内容などは、図９に示す各プロセスの実行スケジュ

ール（ステップ１・２・３）の順に、実施済みも含めて

別論文で明らかにする予定である。
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図９ 意識改革方法論

（１）意識改革の「意識」とは何かを知る。
何のために生きているのか？「生きがい」とは？
→自然の摂理→宇宙の仕組みと意識→感情と欲

（２）意識改革の「すごさ」を知る。
「進行がんから生還するには」の患者アンケート結果

（３）意識改革の実行キッカケを作る。
まず第一歩は、創発現象に沿った思考法から入る。
→自然の摂理に基づく創発現象とは？

（４）創発現象に影響する下記のような「思い方」を試行してみる。
①相手を理解・尊重し、感謝する。
②目前のことに創意工夫と全力取組み。

（５）このような試行に懐疑的な場合は、逆の「思い方」をやってみる。
事例：「奇跡のりんご」の教訓 →我欲から共存共栄の意欲へ

（６）「思い方」の効果を体験して納得しながら理解を深める。
→意識改革は、自分の納得が伴う実行体験を通してのみ修得でき、
成功・失敗経験を通して見えてくるものがあり信念となる。更なる向上を目指す。
→自然の摂理に沿った調和のとれたあり方（思い方） →欲との対応

意識改革方法論：意識改革からビジネス化までのプロセス（１）～（８）

（７）意識改革の応用トレーニングを行う。
「問題解決手法による創意工夫の方法論」の修得と演習
別途下記のようなトレーニング講座で実施する。
問題／課題の選定、現状分析、改善案、理想像描写、トレードオフ、
実現レベルコンセプト（仮説）、実行・検証、企画書作成、プレゼン等

（８）意識改革の成果を活かす取組みを行い各自の役割を果たし貢献する。
事例：上記「方法論」を駆使することにより、問題／課題解決の一環として、

ビジネスイノベーション（新事業創出など）が期待される場合は：
新ビジネスモデル構想（コンセプト）作成→プロトタイプ試作
→ 実証実験→試行錯誤→評価などを経てビジネス化・実用化を図る。

各プロセスの実行スケジュール
ステップ１
プロセス（１）～（８）の全体内容把握と取組みのための講演（２時間）聴講・Q＆A

ステップ２
プロセス（７）の応用トレーニング講座受講：

全１２回シリーズ、毎週１回（２時間）、３か月連続
ステップ３
プロセス（８）の実施： プロトタイプ試作、市場での実証実験など、約半年～１年
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１０．豊かさと幸福（まとめ）

前述した意識改革方法論が、人生の豊かさと幸福にど

のように影響を与え、そして重要な取り組みであるかを

最後に示して本論全体のまとめとする。

豊かになれば幸福になれると信じて、豊かさを求めて

勉学や仕事に励んでいる場合、その豊かさとは、物・金

が豊富な「物質的豊かさ」をさすことが多い。図１０に

示すように、幸福は物質的豊かさとともに「精神的豊か

さ」を伴う必要があると考えており、これは下記理由か

ら筆者持論の幸福論でもある。精神的豊かさとは、ここ

では「意識の上手な使い方ができる状態」と定義してお

り、このような意識の使い方ができると、前述したよう

に我欲を意欲に変えるとともに、楽しい感情が生まれ幸

せを感じる。楽しい感情は物質的にも豊かな状態を必要

図１０ 豊かさと意識改革方法論

とするが、十分条件としては精神的豊かさが不可欠であ

る。必要十分な両方の豊かさをバランスよく兼ね備える

ことが幸福へ導かれる秘訣であろう。バランス良く兼ね

備える配慮は、精神的豊かさでの意識の上手な使い方の

修得により身につき実行できる。

前述した意識改革からビジネス化までのプロセスをま

とめた意識改革方法論は、プロセス（１）～（７）が精

神的豊かさを育み、（７）・（８）が物質的豊かさを育んで、

両方の豊かさをバランスよく兼ね備えて幸福な人生を築

く手引書のモデル例としても役立つであろう。プロセス

（７）意識改革の応用トレーニングは、両方の豊かさを

つなぎ一体化させる役目がある。従来（現状）は物質的

豊かさを求めることに傾注し、精神的豊かさが軽視され

ている。更にその豊かさの求め方が、このようなプロセ

スで具体的に明示されていないために修得も困難であり、

各種問題発生の要因にもなっている。意識改革方法論の

修得・実行により、両豊かさが得られて各種問題解決に

も寄与して、幸福な人生が期待できると考えている。

１１．おわりに

自然の摂理に沿った意識改革を行うために必要と考え

る「意識改革方法論」について、考察とともに具体的な

方法（プロセス）を明らかにした。未だ不完全な方法論

ではあるが、意識改革に取り組むきっかけになり、様々

な問題解決や教育にお役に立てればと更なる検討を重ね

る。筆者自身の意識改革にも終生取り組み、「己の役割を

果たしながら貢献」できればと願っている。将来的には、

人工知能ロボットなどが人間に取って代わるのではない

かとの危惧も聞かれる。しかし未知の能力を秘めた人間

の意識の有効活用を図る意識改革に取り組めば、各自の

役割を果たし貢献できて、人工知能や他の生物も含めて

共存共栄できるであろう。
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